
かまくらin木戸五郎兵衛村2013　～16日、9：30～、
　民家苑木戸五郎兵衛村（ライトアップは16：00頃～）
かまくら　～16日、18：00～、横手地域局前道路公園ほか
第Ⅳ期コレクション展『穗庵のひらめき』　
　法 大森コミュニティセンター
     　10：00～12：00、社協・大森福祉センター　26-3274
　心 十文字町幸福会館
十文字雪まつり2013　9：00～、道の駅十文字　
ぼんでんコンクール　9：30～、横手地域局前おまつり広場
道の駅さんない雪まつり＆恋し浜ホタテまつり
　　～17日、10：00～、道の駅さんない
梨木水かぶり　8：30～、梨木愛宕神社（十文字町梨木）
三所神社梵天まつり　9：30～、増田町中七日町通りほか
旭岡山神社梵天奉納祭　10：00～、横手地域局前出発
よこいち。『雪まつり』　10：00～16：00、よこてイースト
　急 平鹿総合病院（高橋医師）　32-5124
　急 高橋耳鼻咽喉科眼科クリニック（横手）　32-2275（耳鼻科のみ）※
　急 小田嶋まさる内科（横手）　38-8951
　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124
金澤八幡宮ぼんでん　14：00頃～、金澤八幡宮鳥居前
　行 雄物川保健センター　10：00～12：00
　法 増田地区多目的研修センター
　　 　10：00～12：00、社協・増田福祉センター　45-4848
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

　法 横手地域局　13：00～15：00、市くらしの相談課　35-4099
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
育児相談『相談のおもちゃ箱』　15：30～、十文字保育所
　心 横手地域局

　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00
　法 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
　　 　10：00～12：00、社協・山内福祉センター　53-3009
　心 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）
地域支えあいネットワーク市民集会　12：30～、浅舞公民館
地域づくり協議会委員全体研修会　詳しくは4ページ
横手市民スキー大会　8：30～、天下森スキー場
横手ｄｅ地産地消フェスタ　10：00～、横手セントラルホテル
雑穀による食と農からの地域づくり講演会　詳しくは4ページ
　急 市立横手病院（齊藤医師）　32-5001
　急 針生皮膚科内科医院（横手）　32-9461
　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124

　心 増田地区多目的研修センター

被災地支援・防災・減災を考える講演会　13：30～、南庁舎
　人 市役所南庁舎　9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター
多重債務無料法律相談　詳しくは8ページ
　心 大森コミュニティセンター

　法 相談予約受付開始3月13日分　市くらしの相談課　35-4099
　心 十文字町幸福会館

第10回環境講演会　
　急 平鹿総合病院（西成医師）　32-5124
　急 高橋医院（十文字）　42-0421
　児 平鹿総合病院　32-5124
　法 十文字町幸福会館
　　 　10：00～12：00、社協・十文字福祉センター　42-5858
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
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【無料相談】 行…行政  法…法律（要予約）  人…人権 
      　　 心…心配ごと（9：30～12：00）問合せ／各地域社協・福祉センター
【救急医療】 急…休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　　　 ※２月の第３日曜日は耳鼻科の医師も診察します
　　　　　 児…日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）
【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 9：30～12：00／13：00～15：30
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

総数　 98,697人（-130） ／ 34,475世帯（-11）
　男　 46,808人（ -63）
　女　 51,889人（ -67）〔　　　　　　　　　　　　　　　　〕 ※１月末現在（前月末比）

横手市の人口横手市の人口

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

２月17日（日）「千と千尋の神隠し」       　　　 【124分】
２月24日（日）「トイ・ストーリー３」         　 【103分】
３月３日（日）「シンデレラⅢ 戻された時計の針」　【74分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　『自然に親しむ』をテー
マに、シンガーソングライ
ターのみなみらんぼう氏を
講師に迎え、環境講演会を
開催します。地域の自然、
環境の大切さをみんなで考
えてみませんか。
◆時間／14：00～16：00
◆場所／増田ふれあいプラザ
◆入場料／無料
◆問合せ／増田地域センター運営協議会事務局
　　　　　（増田ふれあいプラザ内) 　45-5556
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第10回環境講演会
自然の大切さを語る

■３月３日（日）
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前進座公演『夢千代日記』
宝くじ文化公演

■３月11日（月）
　テレビドラマを劇化した
前進座の夢千代日記が横手
で上演されます。
　山あいの温泉町を舞台に、
置屋の女将・夢千代と心を
寄せ合いながら生きる女た
ちの〝人間模様〟をお楽し
みください。
◆時間／14：00開演
◆入場料／前売り2,500円、当日3,000円（全席自由）
　※宝くじの助成により、特別料金になっています
◆プレイガイド／横手かまくらＦＭ、金喜書店、
　カシワヤ楽器、かまくら館、横手市民会館　
◆場所・問合せ／横手市民会館 　32-3136

　明治前半に活躍した、角
館出身の日本画家・平福穗
庵の巧みな筆技と表現力を
お楽しみください。あわせ
て、秋田蘭画をはじめとす
る当館自慢の収蔵品も展示
しています。
◆時間／9：30～17：00　　
　　  ※入館は16：30まで
◆入場料／無料
◆場所・問合せ／秋田県立近代美術館 　33-8855
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穗庵のひらめき
第Ⅳ期コレクション展 ～平福穗庵～

■４月７日（日）まで開催中市報市報

主な内容主な内容
●市政の窓（工業団地に企業進出ほか）……２～３　●市
政情報便（各種奨学金制度のお知らせほか）……４～５　
●まちの話題・ニュース東西南北（光頭会番付編成会議ほ
か）……６～７　●情報・いどばたプラザ……８～10
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雪
国
の
自
然
と
遊
び
を
思
う
存
分
満
喫

雪
と
親
し
み
、
雪
を
楽
し
む

　
雪
に
親
し
み
、
雪
の
あ
る
暮
ら

し
を
楽
し
も
う
と
、
２
月
３
日
、

『
雪
と
親
し
む
日
』
実
行
委
員
会

と
横
手
市
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
秋
田
ふ
る
さ
と
村
周
辺
の
雪
原

を
か
ん
じ
き
を
履
い
て
巡
る
『
か

ん
じ
き
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
』
に
は
、

約
60
人
の
方
が
参
加
。
森
の
案
内

人
か
ら
コ
ー
ス
途
中
に
生
え
て
い

る
木
々
の
説
明
を
受
け
た
り
、
野

ウ
サ
ギ
の
足
跡
な
ど
を
観
察
し
た

り
し
な
が
ら
雪
を
踏
み
し
め
、
約

２
㌔
の
コ
ー
ス
を
１
時
間
半
か
け

て
散
策
し
ま
し
た
。

　
２
年
連
続
で
参
加
し
た
と
い
う

福
地
小
６
年
の
佐
々
木
美
空
さ
ん

は
「
か
ん
じ
き
を
履
い
て
山
の
中

を
見
て
歩
く
の
が
楽
し
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
秋
田
ふ
る
さ
と
村
館
内

の
一
角
に
は
、
雪
に
親
し
む
博
物

館
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
箱

ゾ
リ
や
み
の
、
し
ん
べ（
わ
ら
で
編

ん
だ
長
靴
）
な
ど
の
冬
の
生
活
用

具
や
、
昭
和
の
市
内
の
冬
の
写
真

も
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
、

記
憶
を
た
ど
り
な
が
ら
昔
懐
か
し

い
景
色
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
屋
外
で
は
、
雪
上
カ

ー
リ
ン
グ
や
ソ
リ
遊
び
、
ポ
ニ
ー

の
ソ
リ
体
験
な
ど
も
で
き
、
雪
と

の
ふ
れ
あ
い
を
存
分
に
楽
し
ん
だ

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

 

１_森の案内人からコース途中の樹木の説明を受ける参加者　２_雪上カーリングを楽しむ子どもたち　３_芽が膨ら
んできた木の枝を観察　４_かんじきを履いてザックザックと雪の感触を楽しみながら進む参加者　５_ポニーが引く
ソリに友だちと仲良く乗車する子どもたち

１１

２２

３３

４４

５５

寒風にさらして作られる干し餅（雄物川）寒風にさらして作られる干し餅（雄物川）
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鳳中学校閉校式典挙行される 

〝鳳魂〟を胸に、最高の輝きで55年の歴史に幕

会
場
内
に
展
示
さ
れ
た
旧
校
舎
を

描
い
た
モ
ザ
イ
ク
壁
画
。
閉
校
を

記
念
し
、
全
校
生
徒
で
製
作

強い絆で結ばれた鳳中生が、息の合った合唱を披露

　
生
徒
や
保
護
者
、
地
域
の
方
な
ど

約
４
７
０
人
の
参
列
の
も
と
、
鳳
中

学
校
閉
校
式
典
が
、
２
月
２
日
、
同

校
体
育
館
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
辞
の
中
で
五
十
嵐
市
長
は
、
小

正
月
行
事
『
か
ま
く
ら
』
で
、
鳳
中

生
た
ち
が
地
域
の
伝
統
文
化
継
承
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
な

ど
、
こ
れ
ま
で
の
活
躍
を
紹
介
。
閉

校
に
あ
た
り
「
鳳
中
学
校
の
歴
史
と

伝
統
は
横
手
北
中
学
校
に
引
き
継
が

れ
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
と
学

校
が
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
が
次
代

を
切
り
開
き
、
た
く
ま
し
く
生
き
抜

く
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
地
域
に
根
ざ
し
た
魅
力
あ
ふ
れ

る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
藤
峯
千
代
美
校
長
が
あ

い
さ
つ
に
立
ち
、
「
学
習
に
部
活
動

に
、
最
高
の
一
年
に
し
よ
う
と
い
う

目
標
に
突
き
進
む
こ
と
で
、
み
ん
な

の
思
い
が
１
つ
に
ま
と
ま
り
、
新
た

な
〝
鳳
魂
〞
と
な
っ
て
さ
ら
に
成
長

し
よ
う
と
す
る
姿
が
あ
っ
た
」
と
生

徒
た
ち
の
が
ん
ば
り
を
振
り
返
り
、

「
限
り
な
い
可
能
性
を
追
い
求
め
、

新
た
な
地
に
新
た
な
芽
を
息
吹
か
せ

て
く
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
信
じ
て
い

る
」
と
鳳
中
で
培
っ
た
精
神
を
胸
に
、

横
手
北
中
で
も
最
高
の
輝
き
を
み
せ

て
く
れ
る
よ
う
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、各
学
年
の
生
徒
代
表
が
「
鳳

中
を
誇
り
に
思
う
と
と
も
に
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
」
「
４
月
か
ら

は
鳳
魂
を
胸
に
新
た
な
礎
を
築
い
て

い
こ
う
と
思
う
」
「
全
校
の
団
結
力

の
強
さ
、
絆
は
鳳
中
生
の
誇
れ
る
も

の
。
こ
の
誇
り
を
一
生
忘
れ
ず
大
切

に
し
て
い
こ
う
と
思
う
」
な
ど
と
述

べ
、
『
旅
立
ち

の
日
に
』
『
そ

の
ま
ま
の
君
で
』

の
２
曲
を
全
校

生
徒
で
合
唱
。

最
後
に
生
徒
会

長
の
福
嶋
佳
那

子
さ
ん
か
ら
藤

峯
校
長
、
五
十

嵐
市
長
へ
と
校

旗
が
返
還
さ
れ
、

55
年
の
歴
史
に

幕
を
下
ろ
し
ま

し
た
。

ほ こ り

 波宇志別神社神楽殿防火訓練 

文化財建造物を火災から守る

神楽殿脇の放水銃から放水を実施

　
１
月
28
日
、
大
森
町
八
沢
木
地
区

の
国
指
定
重
要
文
化
財
『
波
宇
志
別

神
社
神
楽
殿
』
で
防
火
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
法
隆
寺
金
堂
壁
画
が
焼

失
し
た
１
月
26
日
（
昭
和
24
年
）
が

『
文
化
財
防
火
デ
ー
』
に
定
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
こ
の
時
期

に
訓
練
が
行
わ
れ
、
今
年
は
、
地
元

消
防
団
を
は
じ
め
市
職
員
、
市
消
防

署
員
、
神
社
関
係
者
な
ど
約
20
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
１
㍍
を
超
え
る
積
雪
の
中
、
初
め

に
神
楽
殿
内
の
自
動
火
災
報
知
器
を

点
検
し
、
揚
水
ポ
ン
プ
小
屋
の
自
動

緊
急
通
報
装
置
の
動
作
を
確
認
。
そ

の
後
、
２
カ
所
の
放
水
銃
で
迅
速
に

放
水
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
消
防
署
大
森
大
雄
分
署
の
佐
藤

副
分
署
長
は
、
訓
練
終
了
後
「
地
元

の
誇
ら
し
い
文
化
財
を
地
域
の
協
力

で
火
災
か
ら
守
り
、
維
持
管
理
し
て

く
だ
さ
い
」
と
話
し
、
参
加
者
は
訓

練
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

『入ってたんせ横手のかまくら』切手発売 

かまくらが切手シートに

切手シートを手にする堀川横手郵便
局長（左）と五十嵐市長（右）

　
横
手
の
か
ま
く
ら
の
写
真
を
切
手

シ
ー
ト
に
し
た
『
入
っ
て
た
ん
せ
横

手
の
か
ま
く
ら
』
が
、
１
月
21
日
か

ら
市
内
27
カ
所
の
郵
便
局
で
２
千
シ

ー
ト
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
切
手
シ
ー

ト
は
、
80
円
切
手
10
枚
セ
ッ
ト
で
、

価
格
は
１
，
２
０
０
円
。
横
手
公
園

や
木
戸
五
郎
兵
衛
村
の
か
ま
く
ら
、

蛇
の
崎
川
原
の
ミ
ニ
か
ま
く
ら
な
ど

が
、
幻
想
的
に
写
し
出
さ
れ
た
切
手

シ
ー
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
１
月
25
日
に
は
、
郵
便
局
の
秋
田

県
東
部
地
区
連
絡
会
の
皆
さ
ん
が
、

五
十
嵐
市
長
を
訪
問
し
、
切
手
シ
ー

ト
を
贈
呈
。
堀
川
司
横
手
郵
便
局
長

が
「
子
ど
も
た
ち
の
表
情
か
ら
人
の

温
か
さ
が
伝
わ
る
切
手
に
な
っ
た
。

情
報
が
全
国
に
発
信
さ
れ
、
地
域
が

元
気
に
な
れ
ば
と
思
う
」
と
話
し
、

切
手
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
切
手
シ
ー
ト
を
通
じ
て
横

手
の
か
ま
く
ら
の
魅
力
が
さ
ら
に
広

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　横手
に
誘
致
企
業
の
進
出
決
ま
る

雇
用
創
出
と
農
産
物
の
販
路
拡
大
に
期
待

　　
株
式
会
社
日
本
一
は
、
昭
和
56

年
に
創
業
し
順
調
に
発
展
。
平
成

20
年
に
は
年
商
１
０
０
億
円
を
突

破
。
従
業
員
数
は
、
２
，
０
３
８

人
（
平
成
24
年
12
月
時
点
）で
、18

都
道
県
に
２
５
０
店
舗
を
展
開
し
、

グ
ル
ー
プ
の
年
商
は
２
５
０
億
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
に
岩
手
県
二
戸
市
に

大
規
模
工
場
を
新
設
。
地
元
雇
用

を
中
心
に
、
食
材
な
ど
の
多
く
を

周
辺
地
域
か
ら
調
達
す
る
な
ど
、

地
元
に
密
着
し
た
経
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
今
回
「
販
売
店
舗
網
の
拡
大
に

よ
り
、
農
業
県
と
の
連
携
を
視
野

に
、
新
た
に
東
北
地
域
に
製
造
拠

点
を
設
け
る
こ
と
に
し
た
」
と
の

こ
と
で
、
横
手
に
建
設
さ
れ
る
新

工
場
は
、
焼
き
鳥
の
串
刺
し
加
工

を
、
当
面
、
１
日
に
５
万
本
生
産

す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
進
出
で
同
社
は
、
４
億
３

千
万
円
を
投
資
し
、
横
手
第
二
工

業
団
地
の
土
地
約
９
，
０
０
０
平

方
㍍
を
取
得
。
延
べ
床
面
積
が
約

１
，
７
０
０
平
方
㍍
の
新
工
場
を

建
設
す
る
予
定
で
す
。

　
市
内
で
は
、
イ
オ
ン
横
手
南
店

に
店
舗
を
構
え
、
そ
の
他
県
内
に

は
２
店
舗
を
出
店
。
ま
た
、
関
連

企
業
と
し
て
、
東
北
６
県
で
店
舗

展
開
す
る
『
株
式
会
社
日
本
一
東

北
』
を
平
成
14
年
に
設
立
。
平
成

23
年
に
は
、
障
が
い
者
を
雇
用
し

ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
を
製
造
す
る
『
株

式
会
社
Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
ワ
ン
』
を
、

い
ず
れ
も
秋
田
市
に
設
立
し
て
い

ま
す
。

横
手
に
進
出
す
る『
株
式
会
社
日
本
一
』

　
焼
鳥
総
菜
等
製
造
・
販
売
大
手

の
『
株
式
会
社
日
本
一
』
（
千
葉

県
野
田
市
）
が
横
手
市
に
新
工
場

を
開
設
す
る
運
び
と
な
り
、
１
月

29
日
、
県
庁
で
、
立
地
に
関
す
る

協
定
書
を
市
と
取
り
交
わ
し
ま
し

た
。
市
へ
の
企
業
誘
致
は
平
成
22

年
12
月
以
来
で
、
新
た
な
雇
用
や

農
産
物
の
販
路
拡
大
な
ど
に
つ
な

が
る
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
と
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
立
地
協
定
書
締
結
式
に
は
、
株

式
会
社
日
本
一
代
表
取
締
役
社
長
・

染
谷
幸
雄
氏
、
佐
竹
秋
田
県
知
事
、

五
十
嵐
横
手
市
長
が
出
席
し
ま
し

た
。
初
め
に
佐
竹
知
事
が
「
株
式

会
社
日
本
一
の
横
手
市
へ
の
進
出

は
、
県
と
横
手
市
が
懸
命
な
誘
致

活
動
を
展
開
し
て
き
た
結
果
で
あ

り
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
」
と
述
べ

ま
し
た
。
市
は
、
今
年
11
月
に
予

定
さ
れ
て
い
る
同
社
の
円
滑
な
操

業
開
始
に
協
力
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
操
業
開
始
時
は
、
正
社
員
60
人

を
雇
用
し
、
将
来
的
に
は
１
０
０

人
に
す
る
計
画
で
、
協
定
で
は
地

元
住
民
の
雇
用
に
配
慮
す
る
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
中
核
的
社

員
を
育
成
し
、
生
産
量
の
増
加
に

も
対
応
し
た
い
と
の
方
針
で
す
。

　
染
谷
社
長
は
、
「
五
十
嵐
市
長

と
佐
竹
知
事
の
情
熱
あ
る
ア
プ
ロ

ー
チ
が
決
め
手
」
と
話
し
、
「
横

手
は
、
岩
手
や
青
森
と
短
時
間
で

結
べ
る
な
ど
地
の
利
を
持
っ
て
い

る
。
ま
た
、
新
鮮
な
野
菜
が
豊
富

な
こ
と
も
大
き
な
魅
力
」
と
、
進

出
ま
で
の
経
緯
に
言
及
し
ま
し
た
。

　
五
十
嵐
市
長
は
、
記
者
団
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
「
雇
用
環
境
の
厳

し
い
秋
田
県
に
お
い
て
は
大
き
な

ニ
ュ
ー
ス
。
雇
用
の
拡
大
と
、
し

い
た
け
を
は
じ
め
と
す
る
こ
の
地

域
の
農
産
物
等
の
流
通
拡
大
、
生

産
拡
大
に
つ
な
が
る
よ
う
に
最
大

限
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。　

　横
手
第
二
工
業
団
地
（
柳
田
）
に
、
焼
鳥
等
製
造
・
販
売
大
手

の
『
株
式
会
社
日
本
一
』
の
進
出
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
県
・
横

手
市
の
積
極
的
な
誘
致
活
動
が
身
を
結
び
、
同
社
は
岩
手
県
二
戸

市
に
続
く
東
北
の
生
産
拠
点
と
し
て
、
多
く
の
候
補
地
の
中
か
ら

横
手
市
に
進
出
を
決
定
し
た
も
の
で
す
。

秋
田
市
で
障
が
い
者
雇
用
の
特
例
子
会
社
も
運
営

横手市に進出する株式会社日本一の工場

調印式を終え、染谷社長を囲んで笑顔で握手する
五十嵐市長と佐竹知事

多くの雇用が期待される製造ライン

に
ほ
ん
い
ち

ポ

チ
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市政情報便市政情報便  市役所からのお知らせ 市役所からのお知らせ 

※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページＩＤを入力すると関連情報がご覧いただけます

　議会の傍聴を希望される方は、横手庁舎７階の傍聴
席に直接お越しください。
  なお、団体での傍聴は事前に議会事務局までご連絡
ください。
◆会　期／
　２月25日（月）から３月21日（木）までの25日間
◆日　程／
　２月25日（月）本会議【開会、市長施政方針ほか】
　２月26日（火）本会議【議案上程】
　３月５日（火）本会議【会派代表質問】
　３月６日（水）～８日（金）本会議【一般質問】
　３月21日（木）本会議【各委員長報告ほか、閉会】
◆時　間／午前10時から
　　 　   （21日は予算特別委員会終了後、開催予定）
◆場　所／横手庁舎６階議場（傍聴席は７階）
◆問合せ／市議会事務局（横手庁舎６階）  32-2535

議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか

市議会３月定例会開催（予定）のお知らせ市議会３月定例会開催（予定）のお知らせ
ＨＰページ番号／000012958ＨＰページ番号／000012958

ＨＰページ番号000013114ＨＰページ番号000013114

平成24年度横手市地域づくり協議会
委員全体研修会を開催します

平成24年度横手市地域づくり協議会
委員全体研修会を開催します

奨学金市奨学金貸付制度ＨＰページ番号／000006605、（財）山下太郎顕彰育英会ホームページhttp://yamaiku.jp/　

■
横
手
市
奨
学
金
貸
付
制
度

◆
申
込
資
格
／
今
春
、
高
等
学
校

　
ま
た
は
大
学
等
に
入
学
を
予
定

　
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
在
学
中

　
の
方
で
、
保
護
者
が
横
手
市
内

　
に
住
所
を
有
し
て
い
る
な
ど
、

　
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
。

◆
貸
付
金
額
／
①
高
等
学
校
、
中

　
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
、
高

　
等
専
門
学
校
　
　
月
額
２
万
円

　
②
大
学
、
短
期
大
学
、
専
修
学

　
校
専
門
課
程
　
　
月
額
４
万
円

◆
定
員
／
50
人
程
度

◆
申
込
方
法
／
募
集
要
項
は
、
市

　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
、
ま

　
た
は
各
地
域
局
地
域
振
興
課
で

　
３
月
上
旬
か
ら
配
布
し
ま
す（
横

　
手
地
域
は
か
ま
く
ら
館
５
階
学

　
校
教
育
課
で
配
布
し
ま
す
）。

　
奨
学
金
貸
付
願
に
所
定
事
項
を

　
記
入
し
、
在
学
証
明
書
、
最
終

　
出
身
校
ま
た
は
在
学
校
の
成
績

　
証
明
書
等
を
添
え
て
、
学
校
教

　
育
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
間
／
４
月
１
日（
月
）〜

　
30
日（
火
）※
必
着
　

※
横
手
市
奨
学
金
貸
付
制
度
は
、

他
の
奨
学
金
制
度
と
併
願
、
併
用

で
き
ま
す
。

【
申
込
先
】

　
〒
０
１
３
‐
０
０
２
３
　

　
横
手
市
中
央
町
８
番
12
号

　
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課（
か   

  

ま
く
ら
館
５
階
）

　  

３
２
‐
２
４
１
４

■（
財
）山
下
太
郎
顕
彰
育
英
会

奨
学
金
・
奨
励
賞
制
度

【
①
大
学
奨
学
生
】

◆
申
込
資
格
／
今
春
、
大
学
へ
入

　
学
さ
れ
る
方

◆
貸
付
金
額
／
月
額
５
万
円

◆
定
員
／
７
人
以
内

◆
申
込
期
間
／
４
月
１
日（
月
）〜

　
30
日（
火
）※
必
着

◆
返
還
免
除
／
最
短
修
業
年
限
で

　
卒
業
し
た
時
は
、
貸
与
し
た
奨

　
学
金
の
60
％
を
返
還
免
除
と
し

　
ま
す
。

【
②
学
術
研
究
奨
励
賞
】

　
専
攻
す
る
学
術
分
野
に
お
い
て
、

独
創
的
で
優
れ
た
業
績
を
挙
げ
た

方
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

◆
申
込
資
格
／
秋
田
県
出
身
、
ま

　
た
は
県
内
の
研
究
機
関
に
所
属

　
す
る
個
人
で
、
平
成
25
年
４
月

　
１
日
現
在
で
満
40
歳
未
満
の
方

◆
授
与
件
数
／
２
人
以
内
（
表
彰

　
状
と
副
賞
と
し
て
１
０
０
万
円

　
を
授
与
）

◆
申
込
期
間
／
３
月
１
日（
金
）〜

　
29
日（
金
）※
必
着

【
③
地
域
文
化
奨
励
賞
】　

　
県
内
で
地
域
文
化
向
上
の
た
め
、

学
問
、
技
術
、
芸
術
な
ど
の
研
究

を
継
続
的
に
行
い
、
優
れ
た
研
究

実
績
を
挙
げ
て
い
る
個
人
や
団
体

を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

◆
授
与
件
数
／
１
件
以
内
（
表
彰

　
状
と
副
賞
と
し
て
30
万
円
を
授

　
与
）

◆
申
込
期
間
／
３
月
１
日（
金
）〜

　
29
日（
金
）※
必
着

◎
奨
学
生
・
奨
励
賞
の
申
込
方
法

　
申
請
書
類
は
事
務
局
窓
口
で
直

接
、
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
請
求
で

き
ま
す
。
郵
送
の
場
合
は
『
○
○

申
請
書
類
請
求
』
と
明
記
し
、
１

４
０
円
分
の
切
手
を
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。
奨
励
賞
の
申
請
書
類
は

育
英
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
　
　

※（
財
）山
下
太
郎
顕
彰
育
英
会
大

学
奨
学
生
制
度
は
、
他
の
奨
学
金

制
度
と
併
願
で
き
ま
す
が
、
採
用

決
定
時
点
で
ど
ち
ら
か
を
選
択
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
申
込
先
】

　
〒
０
１
３
‐
０
５
２
１

　
横
手
市
大
森
町
字
大
森
１
４
５

　（
財
）山
下
太
郎
顕
彰
育
英
会

　  

２
６
‐
３
５
０
０

　

各
種
奨
学
金
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　〜
奨
学
金
と
学
術
等
奨
励
賞
の
お
知
ら
せ
〜

ＨＰページ番号／000012159、000013110
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
市
で
は
、
空
き
家
の
利
活
用
や

市
に
移
住
す
る
方
を
支
援
す
る
た

め
、
『
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
』
と

『
移
住
促
進
空
き
家
対
策
事
業
』

を
創
設
し
ま
し
た
。

■
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
空
き

家
の
売
却
や
賃
貸
を
希
望
す
る
方

の
物
件
を
掲
載
し
、
購
入
や
賃
借

を
考
え
て
い
る
方
に
情
報
提
供
し

て
い
ま
す
。
市
内
に
空
き
家
を
所

有
し
、
利
活
用
を
お
考
え
の
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
移
住
促
進
空
き
家
対
策
事
業

　
市
へ
の
移
住
を
決
め
、
空
き
家

（
中
古
物
件
）
を
購
入
し
た
方
が

リ
ビ
ン
グ
や
キ
ッ
チ
ン
、
ト
イ
レ

な
ど
を
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
、

市
で
は
、
そ
の
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用

の
半
額
を
助
成
し
ま
す
。
ま
た
移

住
後
、
初
め
て
冬
を
迎
え
る
方
に

雪
囲
い
や
雪
下
ろ
し
に
か
か
る
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
／

　
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
の
半
額
が
対
象

　
　
　
　
　
　
上
限
１
０
０
万
円

◆
初
め
て
の
雪
国
生
活
を
支
援
／

　
雪
囲
い
、
雪
下
ろ
し
費
用
の
全

　
額
が
対
象
　
　
　
上
限
20
万
円

※
助
成
に
は
一
定
の
条
件
が
あ
り

　
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
お
知
り
合
い
に
横
手
市
へ
移
住

　
を
希
望
さ
れ
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だ
さ
い
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【
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市
市
民
生
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部
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ら
し
の
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横
手
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舎
内
）
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５
‐
４
０
９
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３
２
‐
９
７
０
９

空
き
家
の
利
活
用
と
移
住
者
支
援
事
業

空き家

　平鹿地域特産の雑穀をテーマに講演会やパネルディス
カッションを行い、雑穀麺や雑穀米寿司を試食します。
◆日　時／２月24日（日）午前10時30分～午後１時30分
          ※受付開始は午前10時
◆場　所／浅舞公民館　◆参加費／無料 
◆内　容／【講演会】
　　　　　講師：横手市観光協会・小棚木征一マネージャー
　　　　　【パネルディスカッション】
　　　　　コーディネーター：販路開拓サポート・小地              
          沢俊介代表社員
          パネリスト：小棚木マネージャー、秋田県果
　　　　　樹試験場、（株）ライスアイランド、平鹿雑穀
　　　　　栽培研究会、加工所菜女　　
　　　　　【雑穀麺・雑穀米寿司の試食】 
      　  100人分の試食を用意します。
◆申込期限／２月18日（月）
◆問合せ・申込み／市平鹿地域局産業建設課  24-1118 

雑穀による食と農からの地域づくり講演会
～雑穀で健康になろう～

地域がよろこぶ地産の食生活！ 
　　　　　　　　　　　　　ＨＰページ番号000013260

雑穀による食と農からの地域づくり講演会
～雑穀で健康になろう～

地域がよろこぶ地産の食生活！ 
　　　　　　　　　　　　　ＨＰページ番号000013260

　増田町にある旧石田理吉家に所蔵されていたアッ
プライトピアノの優雅な姿と音色を皆さんにお披露
目する演奏会です。現代によみがえった『大正ロマ
ン』の音色をお楽しみください。

◆日　時／３月10日（日）午後１時～３時※開場正午
◆場　所／増田ふれあいプラザ
◆入場料／無料※ただし、入場券必要
◆入場券／２月22日（金）午前９時から増田ふれあい
　　　　　プラザで配布。先着500人、１人２枚まで。
　　　　　電話での予約はできません。
◆演奏曲／ジョンレノンのイマジン、ウーマン、ス
　　　　　ターティング・オーヴァー、このほかピ
　　　　　アノやチェロの名曲を演奏予定
◆問合せ／増田ふれあいプラザ  45-5556

プロフィール
■林そよか（ピアノ）
作・編曲家として活動
しているほか、さまざ
まなアーティストとも
共演。ピアニストとし
ても活躍中。
■林はるか（チェロ）
11歳からチェロを始め
る。クラシカルユニッ
ト『1966カルテット』
のメンバーとして活動
中。ＣＤもリリース。

　個性あるまちづくりの先進事例を学び、共助の
仕組みづくりなどの意見交換を行います。研修会
を通じて地域間の情報共有・交流を促進し、地域
づくり協議会の活性化を図ります。市民の皆さん
も自由に参加できますので、ぜひご来場ください。
◆日　時／２月23日（土）午後３時～５時
◆場　所／浅舞公民館　◆参加費／無料 
◆内　容／【地域づくり講演会】
          講師：国際教養大学・勝又美智雄教授
　　　　　【意見交換会】
          コーディネーター：勝又教授
　　　　　地域づくり協議会      
          委員、五十嵐市長、     
          会場の皆さんで意
　　　　　見交換をします。
◆問合せ／市総務企画部経営
　　　　　企画課（南庁舎内）
　　        35-2164
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習
に
必
要
な
費
用
の
一
部
を
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れ
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２
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。

　
今
年
度
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学
援
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受
け
て
い
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方
も
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毎
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必
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で
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で
手
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す
。
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申
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期
限
／

＊
現
在
、
小
学
１
年
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２
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３
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15
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）

＊
４
月
に
小
学
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入
学
す
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４
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19
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で

【
申
込
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市
教
育
委
員
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学
校
教
育
課（
か  

  

ま
く
ら
館
内
）

　  

３
２
‐
２
４
１
４

平
成
25
年
度
就
学
援
助
の
お
知
ら
せ

ＨＰページ番号／000006605 教　育

 林そよか＆林はるか（アウラ・ヴェーリス）
 ピアノとチェロの二重奏コンサート
 林そよか＆林はるか（アウラ・ヴェーリス）
 ピアノとチェロの二重奏コンサート
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子どもたちの健やかな成長願い
■ひな人形展（雄物川）
　雄物川郷土資料館で『ひな人形展』が開催されており、
昔ながらのひな人形や色鮮やかなつるし飾りが、訪れた
人たちの目を楽しませています。
　今年で25回となる展示には、享保雛と並んで増田地区
つるし雛人形教室の作品が展示されています。大仙市か
ら訪れたという女性は、干支の動物などが思い思いにデ
ザインされたつるし飾りを「丁寧に作られていてとても
綺麗ですね」と話してくれました。
　ひな人形展は、４月７日まで開催されています。

（大森） 

　『歩くスキーのつどいinおおもり2013』が１月26日、
大森多目的広場の特設コースで行われ、『速さにチャ
レンジ部門』と『ゆっくりエンジョイ部門』に合わせ
て、約300人が参加しました。速さにチャレンジ部門
に参加した小学生らは、間近に迫った市のスキー大会
を見据え、約３㌔のコースを懸命に滑っていました。
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歩くスキーのつどいinおおもり

一人ひとりを明るく照らす

　『毛が無いことをくよくよしない』雄物川光頭会の番
付編成会議が、１月27日に雄川荘で行われ、会員の頭の
色つやを行司が判定する光頭相撲や吸盤綱引きなどで熱
戦を繰り広げました。
　「今日のために夕べはきちんと剃り上げてきた」と話
す会員もいて、この日にかける意気込みは相当なもの。
取り組みを終え、横綱を守った四股名：中村光清（清一）
さんは「これがなかなか取れないんだ」と、赤く残った
吸盤の跡を指差し、明るく話してくれました。

■光頭会番付編成会議（雄物川）

会の歌『つるつる節』を唄い笑顔の会員の皆さん

 

■横手市火災予防組合研修会

鎌滝准教授（左）、避難所運営方法を学ぶ火災予防組合員の皆さん（右）

日頃の地震への備えが大切

　平成24年度の横手市火災予防組合研修会が２月１日、
雄物川コミュニティセンターで開催され、各地域の火災
予防組合員や消防関係者など約60人が参加しました。
　秋田大学の鎌滝孝信准教授が『地域と家族を守るため
の防災・減災活動について』と題して、日本海中部地震
などの被害状況を説明し、正しい知識や備えが減災につ
ながると話しました。また、参加者は平面図上で地震発
生時の避難所に避難者のカードを配置するゲームを行い、
避難所の運営を模擬体験しました。

それぞれの作品が子どもの健やかな成長を願って作られる

　秋田大学では、オフィシャルいぶりがっこ製造プロジェ
クトで誕生した『いぶりばでぃ』ブランドが後輩に引き
継がれ、今年度もいぶりがっこ作りに取り組んでいます。
　２月３日に山内三又地区で、漬け樽からいぶりがっこ
を取り出してパックに詰める作業が行われました。作業
を行った秋田大学・教育文化学部２年の青谷沙織さんは
「秋から見てきた大根がこのように製品になり、すごく
愛情がわいてきた」と話していました。完成した製品は、
３月上旬からタカヤナギ各店で販売される予定です。

■いぶりがっこ樽開け作業（山内）

パック詰め前に、いぶりがっこのひげ根取り作業

愛情込めた『いぶりばでぃ』完成

 （横手） （大雄）  長太郎稲荷神社梵天祭

　長太郎稲荷神社梵天祭が、節分の２月３日、大雄地
域中島地区で行われました。「ジョヤサ」の勇壮なか
け声があたりに響き渡り、激しいもみあいには見物客
から歓声が上がりました。今年は梵天４本、小若梵天
１本、恵比寿俵４本が奉納され、時折、吹雪模様の寒
空の中、子どもたちも元気いっぱいに奉納しました。

■小林範仁さんの講演会とスキー指導（大森）

大森小の子どもたちに指導し、一緒に滑った小林さん

夢に向かって、チャレンジ！

　２月３日、秋田ふるさと村で第20回よこてぼんでん
唄コンクールが開催されました。出場者は仙北荷方節
の節にのせ、自慢ののどを披露。審査の結果、一般の
部では河村八重子さん（横手）が、小若の部では照井
颯真さん(旭川町内会)が、奉納団体の部では黒澤剛さ
ん（朝日が丘町内会）がそれぞれ優勝を果たしました。

春を呼び込む『ぼんでん唄』  （増田）

  １月26・27日と２月２・３日に、釜石市から22組57人
の親子が訪れ、釣りキチ三平の里体験学習館で、かま
くら見学やソリ遊びなどを行いました。これは、東日
本大震災で被災した子どもたちに、心と体のリフレッ
シュをしてもらおうと、昨年に続き市教育委員会が企
画。子どもたちの笑顔あふれる雪国体験となりました。

雪国体験でリフレッシュ
元気な声で唄った
相愛保育園の皆さん

　元ノルディック複合の日本代表として、2009年世界選
手権の団体戦で金メダルを獲得した北秋田市出身の小林
範仁さんが１月30日、大森小学校で講演会を行いました。
　小林さんは、参加した大森小、田根森小、阿気小の児
童ら約260人に「夢の実現には、ルールを守り、真剣に
取り組み、まわりの人たちに感謝することが大切」と話
しました。講演後、「速く滑るためには腹筋に力を入れ
ること」などのアドバイスを受けた子どもたちは、憧れ
の小林さんを間近にしながら、スキーを楽しみました。

■ｂｊリーグ公式戦『横手決戦〝冬の陣〟』（増田）

長谷川選手、勝利を導く

　１月26・27日の両日、プロバスケットボール・ｂｊリ
ーグの『秋田ノーザンハピネッツ対岩手ビッグブルズ』の
公式戦が増田体育館で行われ、２日間で3,402人のファ
ンが迫力あるプレーに熱い声援を送りました。
　26日に敗れたハピネッツは、27日のスタメンに雄物川
出身の長谷川誠選手を起用。ベテランの勝利に向かう献
身的な姿がメンバーを奮い立たせ、一時同点に追いつか
れたものの、ビッグルズの追い上げをかわして勝利し、
15勝11敗の５位でリーグ前半戦を折り返しました。観客の応援（上）、指揮をとる中村ヘッドコーチ（下）、ゴール下の攻防（右）

きょう ほう びな

つよしふうま
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◆
申
込
期
限
／
２
月
28
日（
木
）必
着

◆
申
込
み
・
問
合
せ
／
財
団
法
人
秋

　
田
県
育
英
会
（
秋
田
市
山
王
・
秋

　
田
地
方
総
合
庁
舎
内
）

　
　
０
１
８
‐
８
６
０
‐
３
５
５
２

　
　『
就
職
未
内
定
者
へ
の
集
中

　
　
支
援
』を
実
施
中
で
す

　
県
内
の
雇
用
情
勢
が
厳
し
い
状
況

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
は
３
月
末
ま
で
の
期
間
中
に
、
学

卒
集
中
支
援
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、

新
規
学
卒
者
へ
の
集
中
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

◆
内
容
／
求
人
情
報
の
提
供
、
応
募

　
書
類
の
添
削
指
導
、
面
接
指
導
、

　
個
別
求
人
開
拓
等

◆
問
合
せ
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
横
手

　
　
３
２
‐
１
１
６
５

　
　
事
業
主
の
方
へ『
高
年
齢
者
雇

　
　
用
安
定
法
が
改
正
さ
れ
ま
す
』

　
『
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等

に
関
す
る
法
律
（
高
年
齢
者
雇
用
安

定
法
）』の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
平
成

25
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
60
歳
以
上
の
方
に
つ

い
て
は
、
労
使
協
定
で
継
続
雇
用
す

る
対
象
者
を
限
定
す
る
基
準
を
設
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
平

成
37
年
度
ま
で
は
経
過
措
置
と
し
て
、

厚
生
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
以
降
の

人
に
、
対
象
者
を
限
定
す
る
基
準
を

適
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
横
手

　
　
３
２
‐
１
１
６
５

　
　
３
月
７
日
か
ら
津
波
警
報
が

　
　
変
わ
り
ま
す
　
　

　
気
象
庁
で
は
東
日
本
大
震
災
の
津

波
被
害
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
内

容
を
改
善
し
た
津
波
警
報
の
発
表
を

開
始
し
ま
す
。
詳
し
く
は
各
地
域
局

備
え
付
け
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
秋
田

地
方
気
象
台
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
秋
田
地
方
気
象
台
防
災

　
業
務
課

　
　
０
１
８
‐
８
６
４
‐
３
９
５
５

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　http://www.
  jma-net.go.jp/akita/

　
　
法
務
局『
市
民
講
座
』

　
　
　
　

　
『
民
法
の
相
隣
関
係
に
関
す
る
基

礎
知
識
』
と
題
し
て
、
塀
の
設
置
の

際
の
隣
地
使
用
や
境
界
問
題
な
ど
に

つ
い
て
、
や
さ
し
く
説
明
し
ま
す
。

◆
日
時
／
２
月
26
日（
火
）午
後
２
時

　
〜
３
時
30
分

◆
場
所
／
秋
田
地
方
法
務
局
大
曲
支

　
局

◆
定
員
／
20
人

◆
申
込
み
・
問
合
せ
／
秋
田
地
方
法

　
務
局
大
曲
支
局

　
　
０
１
８
７
‐
６
３
‐
２
１
０
０

　
　
自
動
車
の
登
録
手
続
き
は

　
　
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す

　
年
度
末
は
、
運
輸
支
局
の
自
動
車

検
査
・
登
録
窓
口
が
大
変
込
み
合
い

ま
す
。
比
較
的
混
雑
の
少
な
い
３
月

上
旬
ご
ろ
ま
で
の
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
問
合
せ
／
東
北
運
輸
局
秋
田
運
輸

　
支
局
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　
　
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
１
２

 

情報情報
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お
知

ら
せ

講
　座
講

　座

秋田県の特定最低賃金が改正されました秋田県の特定最低賃金が改正されました

　　

講
　座
講

　座

募
　集

2

　
　
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

　
　

　
横
手
税
務
署
内
に
、
確
定
申
告
書

作
成
会
場
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
所

得
税
・
贈
与
税
は
３
月
15
日
、
消
費

税
は
４
月
１
日
ま
で
に
申
告
・
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
利
用
す
る
と
申
告
書
が
作
成

で
き
ま
す
。

　
な
お
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ（
電
子
申
告
）

を
利
用
し
た
場
合
、
還
付
金
を
早
く

受
け
取
れ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
横
手
税
務
署

　
　
３
２
‐
６
０
９
０

　
　
講
師
を
派
遣
し
ま
す

　
　

　
東
北
財
務
局
で
は
、
財
政
・
経
済
・

金
融
・
国
有
財
産
な
ど
の
テ
ー
マ
で
、

地
域
の
グ
ル
ー
プ
の
勉
強
会
や
職
場

の
研
修
会
な
ど
に
講
師
を
無
料
で
派

遣
し
て
い
ま
す
。
最
近
の
話
題
を
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
、
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
講
演
料
、
交
通
費
等
の
費

用
は
一
切
不
要
で
す
。

◆
テ
ー
マ
例
／
①
金
融
犯
罪
被
害
に

　
あ
わ
な
い
た
め
に
、
②
国
の
財
政

　
の
現
状
と
今
後
の
あ
り
方
、
③
社

　
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
、
④
県

　
内
の
経
済
情
勢
な
ど

◆
問
合
せ
／
東
北
財
務
局
秋
田
財
務

　
事
務
所

　
　
０
１
８
‐
８
６
２
‐
４
１
９
１

　
　
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　
　

【
幹
部
候
補
生
】

◆
受
付
期
限
／
４
月
26
日（
金
）

◆
受
験
資
格
／
20
歳
以
上
26
歳
未
満

　
の
方
（
22
歳
未
満
の
方
は
大
学
卒

　
業
ま
た
は
大
学
卒
業
見
込
み
の
方
）

◆
試
験
日
／
５
月
11
日（
土
）・
12
日

　（
日
）※
日
程
の
詳
細
は
受
付
後
に

　
指
定

◆
問
合
せ
／
自
衛
隊
横
手
地
域
事
務

　
所
　
３
２
‐
３
９
２
０

　
　
税
の
申
告
無
料
相
談
会

　
　

　
東
北
税
理
士
会
横
手
支
部
で
は
、

税
金
の
申
告
時
期
に
合
わ
せ
て
、
無

料
申
告
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
２
月
23
日（
土
）・
24
日（
日
）

　
両
日
と
も
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◆
場
所
／
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー

　
横
手
南
店

◆
相
談
内
容
／
年
金
、
医
療
費
控
除
、

　
住
宅
取
得
特
別
控
除
等
の
還
付
申

　
告
に
限
る
※
消
費
税
は
相
談
の
み

◆
持
参
す
る
書
類
／
①
源
泉
徴
収
票

　
②
健
康
保
険
料
等
・
年
金
等
支
払

　
い
証
明
書
、
③
扶
養
家
族
等
の
生

　
年
月
日
が
わ
か
る
も
の
、
④
生
命

　
保
険
料
等
支
払
い
証
明
書
、
⑤
医

　
療
費
の
領
収
書
（
金
額
の
総
額
は

　
計
算
し
て
お
く
）
、
⑥
住
宅
取
得

　
等
に
関
す
る
各
種
書
類

◆
問
合
せ
／
東
北
税
理
士
会
横
手
支

　
部
　
３
５
‐
１
７
０
０

　
　『
第
８
回
か
い
ご
教
室
』を

　
　
開
催
し
ま
す

　
介
護
食
の
作
り
方
の
ポ
イ
ン
ト
等

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
自
宅
で
簡
単

に
で
き
る
季
節
の
介
護
食
の
作
り
方

を
マ
ス
タ
ー
し
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
２
月
27
日（
水
）午
前
10
時

　
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

◆
場
所
／
さ
か
え
館

◆
定
員
／
先
着
20
人
※
参
加
無
料

◆
申
込
期
限
／
２
月
25
日（
月
）

◆
申
込
み
／
横
手
市
社
会
福
祉
協
議

　
会
本
部
　
３
６
‐
５
３
７
７
ま
た

　
は
各
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
大
曲
技
術
専
門
校

　
　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　お
勤
め
し
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

【
低
電
圧
電
気
取
扱
い
業
務
特
別
教

育
】

◆
期
日
／
３
月
５
日（
火
）・
６
日（
水
）

◆
場
所
／
大
曲
技
術
専
門
校

◆
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◆
定
員
／
20
人

◆
受
講
料
／
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

◆
問
合
せ
／
大
曲
技
術
専
門
校

　
　
０
１
８
７
‐
６
２
‐
６
３
２
１

　
　
市
民
医
学
講
座

　
　

　
健
康
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な

た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

◆
内
容
／
①
か
す
み
目
・
疲
れ
目
・

　
ご
ろ
ご
ろ
目
〜
目
の
お
と
ろ
え
と

　
ど
う
向
き
合
う
？
〜（
講
師
・
髙 

　
佳
奈
医
師
）②
タ
バ
コ
、そ
の
影
響

　
〜
被
害
と
対
策
、
最
近
の
話
題
　

　（
講
師
・
浅
野
晴
彦
医
師
）

◆
日
時
／
３
月
２
日（
土
）午
後
２
時

　
〜
４
時
※
受
講
無
料

◆
場
所
／
か
ま
く
ら
館

◆
問
合
せ
／
横
手
市
医
師
会
事
務
局

　
　
３
３
‐
６
９
１
１

　
　
２
月
は『
相
続
登
記
は
お
済

　
　
み
で
す
か
月
間
』で
す

　
２
月
末
ま
で
、
県
内
の
司
法
書
士

事
務
所
で
、
司
法
書
士
が
相
続
登
記

に
関
す
る
無
料
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
相
談
時
間
等
は
各
司
法
書
士
事

務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
司
法
書
士
会

　
　
０
１
８
‐
８
２
４
‐
０
１
８
７

 

『国の教育ローン　　　　　　　　　 』のご案内『国の教育ローン　　　　　　　　　 』のご案内

講
　座
講

　座

お
知

ら
せ

　高校・大学等への入学時・在学中にかかる費用を
対象とした公的な融資制度です。融資条件などにつ
いてはお問い合わせください。
◆融資額／300万円以内　◆返済期間／15年以内
◆利　率／年2.45％（固定金利、平成24年11月現在）
◆対　象／入学金、授業料、教科書代、アパート等の
　　　　　敷金・家賃などの費用
◆問合せ／日本政策金融公庫秋田支店 国民生活事業
　　　　　　018-832-5641 　018-833-1285

お
知

ら
せ必ずチェック 最低賃金！必ずチェック 最低賃金！

　秋田県最低賃金は、平成24年10月13日から『時間
額654円』に改正されています。
　また、産業別に適用される４つの『特定最低賃金』
も次のとおり改正されました。効力発生日は、平成
24年12月30日からです。
◆特定最低賃金の件名と最低賃金額
☆非鉄金属製錬・精製業（非鉄金属合金製造業を含
　む）・・・時間額779円
☆電子部品・デバイス・電子回路、電池、電子応用装
　置、その他の電気機械器具、映像・音響機械器具、
　電子計算機・同附属装置製造業（光ディスク・磁気
　ディスク・磁気テープ、電気音響機械器具製造業
　を除く）・・・時間額715円
☆自動車・同附属品製造業・・・時間額751円
☆自動車（新車）、自動車部分品・附属品小売業・・・時
　間額738円
※18歳未満または65歳以上の方、雇用後６カ月未満
　の方で技能習得中の方等には適用されません。
◆問合せ／秋田労働局賃金室 　018-883-4266

（日本政策金融公庫）（日本政策金融公庫）

相
　談

講
　座
講

　座

募
　集

相
　談

相
　談

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

講
　座
講

　座

相
　談
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地域からのお知らせ

『無料気功教室』参加者募集！
　簡単で覚えやすい気功を通じて、ストレス社会に負け
ない〝健康な体〟と〝穏やかな心〟を養ってみませんか。
子どもからお年寄りまで、どなたでも参加できます。
  希望に応じて、出張教室もしています。
●日時／２月23日（土）・３月２日（土）、午後２時～４時
※毎週土曜日開催　●場所／浅舞公民館　●問合せ／気
功愛好会 　080-3190-3153
　
『つかえる英語講座』（外国人教師による中級英会話）
●日時／２月26日(火)・３月12日（火）・26日（火）、午後
７時～９時 ●場所／Ｙ2ぷらざ ●受講料／１回1,000円
（初回無料） ●問合せ／田口さん 　080-1829-4754
　　
奥政保・西田和雄・山内甚一『2013年早春絵画三人展』
●期間／２月28日(木)～３月11日(月)、午前10時～午後
４時※最終日は午後３時まで　●入場料／無料　●場所・
問合せ／ね・ま～れ（十文字駅前通り）　42-5320
　　
『ヤミャトクラブ』～病気に負けない心のケア～
　参加は自由です。お風呂に入り楽しく語り合いましょう。
●日時／３月１日(金)午前10時～午後３時 ●場所／南部
シルバーエリア　●参加費／600円（休憩・入浴料）※昼食
代別　●問合せ／平元さん 　090-7336-1499
　
南の館『月例市民将棋大会』
●日時／３月３日(日)午前10時～ ●場所／十文字Ｂ＆Ｇ
海洋センター ●参加費／一般1,200円、高校生以下800円（昼
食、賞品、参加賞付） ●問合せ／佐藤さん 　090-3365-2720
　
横手おやこ劇場 第76回鑑賞活動『グレゴの音楽一座』
  ～グレゴと人形たちの織りなす不思議な夢の世界～
　８カ国のテレビやラジオ、劇場などで活躍中のグレゴ
さん。アメリカからやって来たハチャメチャ音楽一座の
愉快なライブショーで異文化を体験しよう！
●日時／３月８日(金)午後７時開演　●場所／サンサン
横手 ●会費／入会金200円、月会費800円（３歳以下無料） 
●問合せ／横手おやこ劇場 　33-0812（受け付けは火曜・
金曜日の午前11時～午後３時）
　
南部シルバーエリア陶芸教室～桜の季節のもてなしに～
　さくら色の花小鉢とはし置きを作製します。
●日時／３月９日(土)・10日（日）、午後１時30分～　●
対象／小学生～大人　●参加費／1,000円（材料費、休憩・
入浴料込）　●定員／各先着10人　●申込開始／２月19日
（火） ●場所・申込み／南部シルバーエリア 　26-3880
　
『第７回春の市民バレー交流会（第２回横手市長杯）』
　年齢・性別の違いや障がいを越えて、日ごろの運動不足
をバレーボールで解消しませんか。みんなでアタック！
●日時／３月23日（土）午前９時～午後４時 ●場所／横手
体育館 ●参加費／１チーム2,000円(保険料込)  ●申込
期限／３月８日(金)  ●申込み／地域生活支援センター
のぞみ 浅賀さん 　35-5781
　
『歌謡教室ドン』生徒募集！（見学会も随時実施中）
　あなたの素敵な個性を歌で表現してみませんか。
●日時／随時、午前９時～午後６時の間　●場所／歌謡
教室ドン（十文字町梨木） ●問合せ／小原さん 　42-5757
　　

献血日程献血日程
種類

２月20日(水)
増　田

２月25日(月)
横　手

全血

成分

全血

２月27日(水)
雄物川

３月３日(日)
横　手

月日・地域 実　施　場　所

ＪＵＫＩ吉野工業㈱

ＪＡ秋田ふるさと増田総合支店

りんごの里福寿園

横手市役所増田庁舎

横手警察署

タカヤナギ・グランマート婦気店

奥山ボーリング㈱

大和組

雄物川保健センター

イオン横手店（旧横手サティ）
（ふれあい献血キャンペーン）

受付時間

10：00～10：45

12：15～13：00

15：15～16：00

13：45～14：30

10：00～10：45

13：30～14：15

15：00～15：45

10：00～11：00

13：00～15：00

10：00～11：40

13：00～15：40

12：00～12：45

いどばたプラザいどばたプラザ
　「いどばたプラザ」は、市民団体やＮＰＯなどからのお知らせを掲載
するコーナーです。掲載を希望する場合は、発行日の15日前までに内
容がわかるものを市長公室広報担当（連絡先は最終ページに掲載）にお
寄せください。掲載した内容は、市ホームページのイベントカレンダ
ーにも掲載しています。

   
 
　 
  
　  
　
 
　 
  
　  
　 
 
 　
　
  
　

 
　
　
　 
 
　 
　
　 
　 
 
 　 
 
 　
 
 

横手図書館
　2月20・27日、3月1日
増田図書館
　2月18・25日、3月1・4日
平鹿図書館
　2月18～22・26日、3月1日
雄物川図書館
　2月20・27日、3月1日
大森図書館
　2月19・26日、3月1日
十文字図書館
　2月20・27日、3月1日
山内図書館
　2月16・17・23・24日、3月2・3日
大雄図書館
　2月17・18・21・25・28日、3月4日
雄物川資料館
　2月18・25日、3月4日

ゆっぷる　　　　2月20日
ゆとり館　　　　2月19・26日
えがおの丘
　2月18・25日、3月4日
大森健康温泉
　2月18・25・26日、3月4日
さくら荘　　　　2月25・26日
ゆとりおん大雄　2月21日
健康の駅トレーニングセンター
　東部　　 2月20・27日
　西・南部　2月16・17・23・24日、
　　　　　 3月2・3日
子どもと老人のふれあいセンター
　2月18・25日、3月4日
南部シルバーエリア
　2月18・25日、3月4日

増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　2月20・27日（毎週水曜）
　／14：00～15：30
えがおの丘診療所（整形外科）
　2月20・27日（毎週水曜）
　／14：30～16：00
大沢診療所（内科）
　2月25日（月）
　／13：30～15：00

三又へき地診療所（内科）
　2月19・26日（毎週火曜）
　／13：30～16：30
上平野沢へき地診療所（内科）
　2月21・28日（毎週木曜）
　吉谷地／13：00～15：00
　山内武道／15：10～17：00

ご利用前にご確認くださいご利用前にご確認ください休館日

ご利用前にご確認くださいご利用前にご確認ください診療日
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計
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。
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『奇跡の一本松保存募金』にご協力を！『奇跡の一本松保存募金』にご協力を！

　岩手県陸前高田市の復興のシンボル『奇跡の一本松』
の保存事業にご協力をお願いします。
◆募金方法／【口座振込】ゆうちょ銀行
　　　　　　 口座記号番号／02290-9-127013、
　　　　　　 名義／奇跡の一本松保存募金　
　　　　　　【現金】現金書留で下記へ郵送または持参
◆問合せ／岩手県陸前高田市都市計画課（〒029-2292
　　　　　岩手県陸前高田市高田町字鳴石42-5）
　　　　　　0192-54-2111 　0192-54-3888

お
知

ら
せ

講
　座
講

　座



かまくらin木戸五郎兵衛村2013　～16日、9：30～、
　民家苑木戸五郎兵衛村（ライトアップは16：00頃～）
かまくら　～16日、18：00～、横手地域局前道路公園ほか
第Ⅳ期コレクション展『穗庵のひらめき』　
　法 大森コミュニティセンター
     　10：00～12：00、社協・大森福祉センター　26-3274
　心 十文字町幸福会館
十文字雪まつり2013　9：00～、道の駅十文字　
ぼんでんコンクール　9：30～、横手地域局前おまつり広場
道の駅さんない雪まつり＆恋し浜ホタテまつり
　　～17日、10：00～、道の駅さんない
梨木水かぶり　8：30～、梨木愛宕神社（十文字町梨木）
三所神社梵天まつり　9：30～、増田町中七日町通りほか
旭岡山神社梵天奉納祭　10：00～、横手地域局前出発
よこいち。『雪まつり』　10：00～16：00、よこてイースト
　急 平鹿総合病院（高橋医師）　32-5124
　急 高橋耳鼻咽喉科眼科クリニック（横手）　32-2275（耳鼻科のみ）※
　急 小田嶋まさる内科（横手）　38-8951
　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124
金澤八幡宮ぼんでん　14：00頃～、金澤八幡宮鳥居前
　行 雄物川保健センター　10：00～12：00
　法 増田地区多目的研修センター
　　 　10：00～12：00、社協・増田福祉センター　45-4848
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

　法 横手地域局　13：00～15：00、市くらしの相談課　35-4099
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
育児相談『相談のおもちゃ箱』　15：30～、十文字保育所
　心 横手地域局

　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00
　法 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
　　 　10：00～12：00、社協・山内福祉センター　53-3009
　心 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）
地域支えあいネットワーク市民集会　12：30～、浅舞公民館
地域づくり協議会委員全体研修会　詳しくは4ページ
横手市民スキー大会　8：30～、天下森スキー場
横手ｄｅ地産地消フェスタ　10：00～、横手セントラルホテル
雑穀による食と農からの地域づくり講演会　詳しくは4ページ
　急 市立横手病院（齊藤医師）　32-5001
　急 針生皮膚科内科医院（横手）　32-9461
　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124

　心 増田地区多目的研修センター

被災地支援・防災・減災を考える講演会　13：30～、南庁舎
　人 市役所南庁舎　9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター
多重債務無料法律相談　詳しくは8ページ
　心 大森コミュニティセンター

　法 相談予約受付開始3月13日分　市くらしの相談課　35-4099
　心 十文字町幸福会館

第10回環境講演会　
　急 平鹿総合病院（西成医師）　32-5124
　急 高橋医院（十文字）　42-0421
　児 平鹿総合病院　32-5124
　法 十文字町幸福会館
　　 　10：00～12：00、社協・十文字福祉センター　42-5858
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

心
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【無料相談】 行…行政  法…法律（要予約）  人…人権 
      　　 心…心配ごと（9：30～12：00）問合せ／各地域社協・福祉センター
【救急医療】 急…休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　　　 ※２月の第３日曜日は耳鼻科の医師も診察します
　　　　　 児…日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）
【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 9：30～12：00／13：00～15：30
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

総数　 98,697人（-130） ／ 34,475世帯（-11）
　男　 46,808人（ -63）
　女　 51,889人（ -67）〔　　　　　　　　　　　　　　　　〕 ※１月末現在（前月末比）

横手市の人口横手市の人口

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

２月17日（日）「千と千尋の神隠し」       　　　 【124分】
２月24日（日）「トイ・ストーリー３」         　 【103分】
３月３日（日）「シンデレラⅢ 戻された時計の針」　【74分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　『自然に親しむ』をテー
マに、シンガーソングライ
ターのみなみらんぼう氏を
講師に迎え、環境講演会を
開催します。地域の自然、
環境の大切さをみんなで考
えてみませんか。
◆時間／14：00～16：00
◆場所／増田ふれあいプラザ
◆入場料／無料
◆問合せ／増田地域センター運営協議会事務局
　　　　　（増田ふれあいプラザ内) 　45-5556
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第10回環境講演会
自然の大切さを語る

■３月３日（日）
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前進座公演『夢千代日記』
宝くじ文化公演

■３月11日（月）
　テレビドラマを劇化した
前進座の夢千代日記が横手
で上演されます。
　山あいの温泉町を舞台に、
置屋の女将・夢千代と心を
寄せ合いながら生きる女た
ちの〝人間模様〟をお楽し
みください。
◆時間／14：00開演
◆入場料／前売り2,500円、当日3,000円（全席自由）
　※宝くじの助成により、特別料金になっています
◆プレイガイド／横手かまくらＦＭ、金喜書店、
　カシワヤ楽器、かまくら館、横手市民会館　
◆場所・問合せ／横手市民会館 　32-3136

　明治前半に活躍した、角
館出身の日本画家・平福穗
庵の巧みな筆技と表現力を
お楽しみください。あわせ
て、秋田蘭画をはじめとす
る当館自慢の収蔵品も展示
しています。
◆時間／9：30～17：00　　
　　  ※入館は16：30まで
◆入場料／無料
◆場所・問合せ／秋田県立近代美術館 　33-8855

 

Pick
 up

!!

Pick
 up

!!ピックアップ

ピックアップ

穗庵のひらめき
第Ⅳ期コレクション展 ～平福穗庵～

■４月７日（日）まで開催中市報市報

主な内容主な内容
●市政の窓（工業団地に企業進出ほか）……２～３　●市
政情報便（各種奨学金制度のお知らせほか）……４～５　
●まちの話題・ニュース東西南北（光頭会番付編成会議ほ
か）……６～７　●情報・いどばたプラザ……８～10
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日
と
な
り
ま
し
た
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１_森の案内人からコース途中の樹木の説明を受ける参加者　２_雪上カーリングを楽しむ子どもたち　３_芽が膨ら
んできた木の枝を観察　４_かんじきを履いてザックザックと雪の感触を楽しみながら進む参加者　５_ポニーが引く
ソリに友だちと仲良く乗車する子どもたち
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寒風にさらして作られる干し餅（雄物川）寒風にさらして作られる干し餅（雄物川）


